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祇園祭山鉾町
山伏山町の古文書調査

竹中　友里代　　

1. 調査に至る経過

　公益財団法人祇園祭山鉾連合会による祇園祭山鉾錺金具調査は、2015 年度から 2017 年度に成果報告が三冊分冊

で刊行され、裏付となる史料翻刻と論考を担当した。史料は京都市歴史資料館の写真版の紙焼きを利用した。市史編

纂事業で写真版古文書の目録があり、文書の写真版が公開されている。内容による分類目録からは、金具関係文書の

選定は簡便であったが、翻刻史料掲載には、当時のモノクロの写真版では、判読の精度は望めず、原本確認が必要で

あった。そこで、連合会を通じて各山鉾町に該当の古文書調査を依頼した。例年祭で使用する懸装品等の諸道具に対

して、必要のないかぎり古文書を出す機会はほとんどない。編纂事業では保存管理は所蔵者の各町に任せ、写真版利

用のために作成された目録は、目録所載の文書名と原本の表題が相違し、作成者や宛所は表題に含まれこともあるが、

印の有無や一紙・冊子など文書の形態が記録されていない。現地で即座に文書を同定することは難しく、写真版のコ

ピーを照らし合わせて探すこととした。それでも巻子や掛軸に装丁を変えて別置されていることもあり、古文書は大

切に保管され、文書点数が豊富な町に限って容易には原本にたどりつけないこともあった。1994 ～ 1996 年国立史

料館による文書調査が行われた六角町文書のように、大学などの研究機関が個別に調査に入らない限り、各町の古文

書保管状況の確認はされていないようであった。所在不明の山鉾町もあり、関係者には古文書を再認識していただく

機会となった。

　山伏山町へは、2015 年 10 月に調査を依頼したが、市史編纂から数十年を経て、世代交代とともに古文書の存在、

保管場所が引き継がれなくなっていた。翌 2016 年 2月に山鉾連合会と京都市文化財保護課の担当者とともに会所を

訪問し、土蔵から古文書の木箱と段ボールは確認できたが、この時翻刻対象の文書は見いだせず、やむなく不鮮明な

写真版による翻刻を掲載した。

2. 山伏山町文書の調査

確認できた木箱は、市史編纂の調査を経てもなお古文書の原状がよく保存され、「譲り状入」「神事箱」と墨書され、

山伏山町の土地屋敷地の売買証文や借家請状などの典型的な町文書は、学部生の崩し字解読と目録のデータ化・研究

材料など文化情報学実習の教材に好適と判断した。そのうえ文書の借用手続きや報告を兼ねて現地に足を運び、祭礼

や町の方々に直に接する機会にもなる。山伏山保存会に借用の趣旨をご理解いただき、承諾を得た。改めて 2016 年

3月 29日文書の借用に訪問し、山鉾町の現地見学を兼ねて学部生 3名・院生 2名が参加した。木箱 2個（目録箱 1・

2）と段ボール 2個（箱 3・4）を土蔵から搬出、大学に持ち帰った。訪問時には、借用文書とは別に地蔵尊縁起（巻

子）を拝見、写真撮影した。

山伏山町の古文書調査は、2016 年 4月から 3回生の古文書の整理実習を大学院生が指導し、現状の記録・目録採取・

写真撮影等のそれぞれの作業の段取りを学生自ら考え進める形で行ってきた。

同年 7月 12 日山伏山町のご理解により、2・3回生・院生が祇園祭の準備の様子を見学し、土蔵の荷物が運び出

された状態で、再度古文書の探索にあたった。それまでぎっしり詰まった祭礼道具で奥まで入れなかった土蔵の二階

奥に、金具が取り付けられた頑丈な箪笥が現れた。箪笥内にはまとまった古文書が、また天井裏には祈祷札等が確認

され、箪笥・引出し等の採寸・調書をとり、収納場所別に古文書を取り出し、大学に搬入、借用して追加調査の対象
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図１　山伏山町会所土蔵前

　　　平成 28年 3月 29日

図２　文書箪笥確認

　　　平成 28年 7月 12日

図３　資料整理の様子 図４　地蔵尊縁起の調査報告

　　　平成 28年 8月 23日

とした。

毎年 8月 23日町内の方々が集まる地蔵盆の場を借りて、各学年の院生が報告を行ってきた。2016 年 8月には「円

地蔵尊縁起」1巻について、収納箱記録・翻刻・語句解説・現代語訳等をそなえた報告書（豊田論考参照）を提出し、

当日は A4で 1枚にまとめた概要を配布して説明した。2016 年 3月に借用した木箱 2箱分と段ボール箱の 2箱分の

古文書については、2017・2018 年 8月に中間報告を行い、整理が終了した分は順次返却した。また 2016 年 7月土

蔵の天井裏から発見された木札なども、2017 年に報告、返却している。授業に参加した学生は、山伏山町の地蔵盆

見学を楽しみにしており、2019 年は中間報告はなかったものの、見学に参加した学生は、現地で出会った銘文資料

の記録作成にあたっている（19頁参照）。

3. パネル展示

　2020 年 3月の年度末に借用分一括返却に向けて目録のデータの精度を高めるべく作業中であった。また、さらに

その成果を一般に公開しようと、京都府立歴彩館・京都学ラウンジにて、パネル展示を企画した。調査の概要、古文

書の整理方法から浄蔵貴所と聖護院、 円
ゆめあわせ

地蔵、蒟蒻版、七条仏師等のテーマで解説した。とりわけ今回の解説には、

三組学務委員からの通達や地方税納入領収書等の近代の小さな紙片に至るまでデータ化することで、より具体的な町

の営みが明らかになった。各山鉾町の古文書原本の目録化と公開による保存と幅広い活用を期待できるものであった。

2020 年 3月に返却予定であったが、2月頃から新型コロナウィルス流行により、人との接触を避ける事態となり、

返却にかかわる作業を一時中断している。本報告では、これまでの山伏山町古文書総点数 1616 点の全体が把握でき

る目録とともに調査成果を報告するものである。2020 年祇園祭山鉾巡行は中止となったが、ウィルスが終息し、再

び町内会所で、ご報告できることを願う。
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山伏山町文書解題

　　　　　　　　　　　　　　　東 　昇

１. 調査概要

山伏山町文書は、京都市中京区室町通蛸薬師下ルに位置する山伏山町が所蔵する合計 1616 点の文書群である。

調査の経緯・詳細は竹中友里代氏の「祇園祭山鉾町山伏山町の古文書調査」を参照いただき、ここでは全体概要

を記す。文書の調査は、2016 年 3 月 29 日山伏山町より最初の文書を借用し、京都府立大学において整理を開始

した。学部生の文化情報学実習、院生の文化遺産学講義、歴史情報学演習、長期休暇時の文書調査によって整理

した。この間、ほぼ毎年山伏山町内の方が集まる地蔵盆の際に成果報告を行った。「円地蔵菩薩縁起」の論考・翻

刻がその成果である。また 2018 年 1 月、調査に参加した齊藤久子氏が卒業論文として山伏山町文書を分析して

おり、論考として掲載した。

なお 2020 年 1 月 9 日～ 2 月 2 日、京都府立京都学・歴彩館の京都学ラウンジにおいて、山伏山文書のパネル

展示「山伏山町文書の世界」、展示解説を行なった（20 頁参照）。3 月調査終了後、返却予定だったが新型コロナ

ウイルス流行のため中止、調査完了の報告を竹中氏が行う。その後、4 月から目録の内容をチェックし、追加修

正を行った。この解題には、上記の各成果報告で作成された中間報告概要等を参照し、文章を適宜引用している。

2. 調査方法

　本文書調査は、文書の搬出、清掃の後、①番号つけ、②ラベル貼り、③写真撮影、④目録作成、⑤旧目録との同定、

目録他データのチェックからなる。

①番号つけ　箱内の保存状態を記録するため、文書のまとまりごとに取り上げ番号をつけ、その番号順に作業を

進めて文書１点ごとに番号を付与した。包紙やこより等で一括されている文書は、随時記録し、文書番号は枝番

方式を採用した。

②ラベル貼り　文書番号ごとにラベルを作成して文書に貼り付ける。ラベルと文書が別々に保管される可能性が

あるため、付箋や封筒へもラベル貼付した。これにより文書の散逸やほかの文書との混同を回避する。ラベル用

紙には、文書になじみやすい無漂白の和紙を使用した。糊には、文書への影響が少なく、貼付後の剥離が可能な

セロゲン（食品添加物）を使用し、文書への負担を抑えた。

③写真撮影　各箱と文書 1 点ずつの写真を撮影し、写真データは番号ごとに 1 つのフォルダーに保存した。デー

タ化することで、原文書を取り出す回数が減るため、文書の保護につながる。

④目録作成　表計算ソフト（エクセル）を使用し、文書番号・文書名・作成年・一括関係等の文書情報を記録する。

箱ごとにシートを分けて目録を作成し、内容が関連する文書があれば、備考欄に記載した。本目録と原文書との

同定が可能であり、文書の保存・管理を容易なものとした。

⑤旧目録との同定　京都市編『史料京都の歴史』9 中京区収載の山伏山町文書目録（旧目録）と本目録を対照し、

原文書との同定をはかった
1

。箱 2 の中に「67.7/3 調査済、山伏山町文書、京都市史編纂所」と記された紙があり、

1967 年 7 月に調査したと推定できる。
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